（タイトル）若手教官、研究者、学生の「相互交流」を目的とした研究報告

○若手　太郎1、灘　五郷1、水野　都2　（1神戸大院・工・応化、2阪大院・薬）
　※発表者に○印を付けて下さい。
【目的】
「生物工学若手研究者の集い（若手会）」は応用生物工学、遺伝子工学、生物化学工学等の生物工学に関連する全国の若手教官、研究者、学生の「相互交流」を目的とした団体である。若手会の歴史は 1965年頃にさかのぼり、東京大学応用微生物研究所と大阪大学工学部醗酵工学科の若手研究者を中心にして発足している。現在の主な活動としては若手会夏のセミナー、生物工学会大会における交流会、インターネットを利用したバイオテクノロジーフォーラム、と多岐にわたって活発に活動している。

【方法と結果】
若手会夏のセミナーは若手会最大のイベントで第一回目が 1967年7月に妙高池の平にて東京大学応微研と大阪大学醗酵工学科の共催で開かれて以来、毎年夏に開催され、活発な議論と親交が交わされている。参加者は、全国の若手研究者（若手教官、若手企業研究者、ポスドク、Ｄ・Ｍ・Ｂ学生など）をはじめ、歴年のOB・OGの方々や、お招きする著名な講演者の先生方で毎年構成され、若手同士ならではの親交を深める大きなきっかけとなっている。

要旨作成にあたっての注意点
1. 要旨はMS-Wordで作成してください。
2. 文字数は、タイトル、改行、本文すべて含めて500文字を目安にしてください。
3. 図は入れないでください。
4. 目的、方法、結果、考察などの組み合わせは特に指定しませんが、生物工学会年次大会の要旨を参考に作成してください。

※6月6日(金)までに下記メールアドレスまでお送り下さい。





送付先： araki@port.kobe-u.ac.jp　


　 2014年度生物工学若手研究者の集い（若手会）夏のセミナー


　 事務局　荒木・岡崎








